持続化補助金セミナー
自社情報 整理ワークシート
〜 申請書の各欄に直接対応した4ステップシート 〜
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	STEP 2 経営計画
	STEP 3 補助事業計画
	STEP 4 ChatGPTで 文章作成



STEP 1　申請者情報を確認する
→ 申請書「様式1（応募者概要）」に転記します
	■ 申請者の基本情報　→ 申請書【様式1：応募者概要】

	事業者名（屋号）
	周防大島食堂 

	代表者名
	山田 太郎

	業　　種
	飲食業

	所 在 地
	山口県大島郡周防大島町〇〇 

	常時従業員数
	3名

	資本金（法人のみ）
	なし

	直近1期 売上高
	1,200万円

	直近1期 売上総利益
	600万円

	直近1期 経常利益
	50万円

	💡 赤字事業者は「賃金引上げ枠」で補助率3/4に優遇！経常利益がマイナスの場合はチャンスです



	■ 申請枠の選択　→ 申請書【様式1：希望する枠】

	枠の名前
	主な条件
	補助上限

	通常枠
	制限なし（一般的な販路開拓）
	50万円

	賃金引上げ枠
	補助事業終了時に地域最低賃金＋30円以上　※赤字事業者は補助率3/4
	200万円

	後継者支援枠
	アトツギ甲子園ファイナリスト・準ファイナリスト
	200万円

	創業枠
	過去3年以内の創業＋認定市区町村の支援あり
	200万円

	希望する枠に ○をつける
	→　（通常枠）枠　を希望する



STEP 2　経営計画を整理する
→ 「経営計画書（様式2）」の各欄に対応しています
◆ 企業概要（現在の状況）
	■ 企業概要　→ 経営計画書【1. 企業概要】

	事業内容の概要
	  地元食材を活用した定食を提供する飲食店 
  観光客と地元住民を主なターゲット 
  観光地に近い立地だが、来店は口コミ中心

	経営状況 （売上・利益の推移）
	  コロナ禍で売上減少後、徐々に回復 
  直近は横ばいで伸び悩み 
  観光シーズンに売上が偏る傾向

	業務状況 （人員・設備など）
	  家族経営＋パート1名 
  昼営業が中心で回転率は高くない 
  繁忙期は人手不足



◆ 顧客ニーズと市場の動向
	■ 顧客ニーズと市場の動向　→ 経営計画書【2. 顧客ニーズと市場の動向】

	市場・業界の動向
	  観光需要は回復傾向 
  SNSや口コミによる飲食店選びが主流 
  地元飲食店の競争がやや激化 

	お客様が求めていること（ニーズ）
	  観光客：地元らしい食事・写真映え 
  地元住民：手軽で安心できる食事 
  初来店時に「情報不足」で入りづらい

	競合の状況
	  近隣に同様の定食屋が複数あり 
  価格帯は同程度 
  SNS発信を行っている店舗が増加 



◆ 自社の強み
	■ 自社の強み　→ 経営計画書【3. 自社や自社の提供する商品・サービスの強み】

	商品・サービスの 強み（具体的に）
	  地元食材を使った手作り料理 
  ボリュームとコストパフォーマンス 
  常連客が多くリピート率が高い

	お客様に 評価されている点
	  「家庭的で安心する味」 
  「地元らしさを感じられる」 
  「接客が丁寧」

	売上・利益が高い 商品・サービス
	  定食メニュー（800〜1,200円） 
  海鮮系メニューが人気 
  利益率は定食が安定 



◆ 経営方針・目標と今後のプラン　★ここが最重要！
	■ 経営方針・目標と今後のプラン　→ 経営計画書【4. 経営方針・目標と今後のプラン】★最重要

	経営方針 （どこを目指すか）
	  観光客と地元客の両方に利用される店舗 
  周防大島の食の魅力を発信する拠点

	課題・問題点
	  新規顧客の獲得が弱い 
  店舗の認知度が低い 
  情報発信が不足

	補助事業でやること （具体的な取組）
	  チラシ制作・配布 
  店頭看板・POP改善 
  簡易ホームページ制作 

	数値目標 （1〜3年後）
	  新規客：月30人増 
  売上：15％増 
  リピート率向上 

	💡 ここが審査で最も重視される箇所！「なぜこの取組が必要か」→「何をするか」→「どんな効果があるか」の流れで書くのがコツ



STEP 3　補助事業計画・経費を整理する
→ 「補助事業計画書（様式2・3）」に転記します
◆ 補助事業の内容
	■ 補助事業の内容　→ 補助事業計画書【様式2：取組内容】

	補助事業名 （30字以内）
	観光客誘導強化のための販促事業

	取組の概要 （一言で）
	チラシ・店頭販促による集客強化

	具体的な取組内容 （詳細）
	  観光施設・宿泊施設にチラシ設置 
  チラシ5,000部配布 
  写真撮影を含めた販促物制作 
  店頭看板・POPの刷新 
  簡易ホームページ制作

	取組の効果 （定量・定性）
	  新規来店客の増加 
  観光客の来店動機向上 
  店舗認知度向上

	💡 取組内容と経費明細は必ず対応させること。書いた取組以外の経費は補助対象外になります



◆ 経費明細表
	■ 経費明細表（補助対象経費）　→ 様式3【経費明細表】

	経費区分
	内容・必要理由
	経費内訳（単価×数量）
	補助対象額（税抜）

	②広報費
	チラシ制作・配布（写真撮影含む）　
新規顧客獲得のため
	200円×1,500部
	300,000円

	②広報費
	看板制作　
新規顧客獲得のため
	60,000円×1枚
	60,000円

	②広報費
	POP制作　
新規顧客獲得のため
	20,000円×4枚
	80,000円

	③ウェブサイト関連費
	ホームページ制作　
新規顧客獲得のため
	80,000円×1件
	80,000円

	補助対象経費　合計（a）
	　　　　　　　　520,000円

	補助金申請額　＝（a）× 2/3　（賃金引上げ枠・赤字は3/4）
	　　　　　　　　346,667円

	💡 経費区分の主なもの：①機械装置等費　②広報費　③ウェブサイト関連費（上限あり）　⑩外注費　⑪委託費など



◆ 資金調達方法
	■ 資金調達方法　→ 様式3【資金調達方法】

	1. 自己資金
	173,333円

	2. 持続化補助金
	346,667円

	3. 金融機関借入
	0円

	4. その他
	0円

	合計（補助対象経費合計と一致）
	520,000円

	💡 補助金は事業完了後に精算払い。立替資金が必要なので、自己資金や借入の計画も忘れずに！



STEP 4　ChatGPTで文章を作成する
→ 上のシートに記入した情報を「■」に貼り付けて送信！
📌 使い方：①ワークシートに記入 → ②下のプロンプトをChatGPTにコピー → ③「■ 〇〇：」の後ろに自分の情報を書いて送信 → ④生成された文章を確認・修正
	🤖 ChatGPTプロンプト①　経営計画書【企業概要・顧客ニーズ・自社の強み】を書く
─────────────────────────────────────
あなたは小規模事業者持続化補助金の審査経験がある中小企業診断士です。
以下の情報をもとに、「経営計画書（様式2）」の
①企業概要　②顧客ニーズと市場の動向　③自社の強み
をそれぞれ200〜300字で、審査員に伝わる文章で作成してください。

■ 業種：
■ 事業概要（いつ・何をしているか・立地・規模）：
■ 経営状況（売上推移・直近の状況）：
■ 顧客ニーズ・市場の動向（業界の変化・顧客の困りごと・競合）：
■ 自社の強み（他社にない特徴・評価されている点・主力商品）：

【出力形式】
・各項目を①②③の見出し付きで分けて出力する
・箇条書きは使わず審査員が読む「文章形式」で書く
・①②は客観的な事実ベースで、③は自社目線の強みとして書く─────────────────────────────────────




	🤖 ChatGPTプロンプト②　経営計画書【経営方針・目標と今後のプラン】を書く
─────────────────────────────────────
あなたは小規模事業者持続化補助金の審査経験がある中小企業診断士です。
以下の情報をもとに、持続化補助金「経営計画書」の
【4. 経営方針・目標と今後のプラン】を作成してください。

■ 業種：
■ 自社の強み（具体的に）：
■ 現在の課題（なぜ補助金が必要か）：
■ 補助事業でやること：
■ 数値目標（1〜3年後）：
■ 申請枠：

【出力形式】
・文字数：400〜500字
・構成：①現状の課題 → ②取り組む内容 → ③期待する効果・目標数値
・箇条書きは使わず、審査員が読む「文章形式」で書く
・数字（売上〇%増、新規客〇人/月など）を必ず含める

【禁止事項】
・「〜と考えております」などの曖昧な表現は使わない
・根拠のない数字（例：売上2倍など）は入れない
・AI特有の抽象的・定型的な表現（「持続的な発展を目指し」など）は避ける─────────────────────────────────────



	🤖 ChatGPTプロンプト③　補助事業計画書【取組内容の詳細】を書く
─────────────────────────────────────
あなたは小規模事業者持続化補助金の採択支援の実績がある中小企業診断士です。
以下の情報をもとに、「補助事業計画書」の
【2. 販路開拓等の取組内容】を作成してください。

■ 取り組む内容（例：チラシ制作・配布、HP制作）：
■ ターゲット顧客（誰に届けたいか）：
■ 実施時期と方法（いつ・どのように）：
■ 使用する補助対象経費（例：広報費30万円）：
■ 期待する効果（数字で）：

【出力形式】
・文字数：350〜400字
・構成：①なぜこの取組が必要か → ②具体的な実施内容 → ③補助経費との対応 → ④効果
・「何を・なぜ・いつ・どのように・いくら」が全て含まれるようにする

【禁止事項】
・経費の内容と取組内容がずれないようにする
・「〜を実施する予定です」など曖昧な未来形は避ける
・抽象的なゴール（「認知度向上」だけ）で終わらせない。数値目標を必ず入れる─────────────────────────────────────



	🤖 ChatGPTプロンプト④　生成文章をブラッシュアップする
（ChatGPTが生成した文章を貼り付けて、さらに改善させます）
─────────────────────────────────────
以下の補助金申請書の文章を、採択されやすい文章に改善してください。

【改善前の文章】
（ここに貼り付けてください）

【改善の方向性】
・「なぜこの事業者がこの取組をやるのか」という必然性を強める
・数字・時期・固有名詞（地域名・商品名など）を追加して具体性を上げる
・審査4項目（①経営状況分析の妥当性 ②経営方針・目標の適切性
  ③補助事業計画の有効性 ④積算の透明性）を全てカバーしているか確認し、
  抜けている視点があれば補足する
・文字数は元の文章と同程度を維持する

【出力形式】
改善後の文章のみを出力してください。
説明・コメントは不要です。
─────────────────────────────────────



記入・入力で困ったら、セミナー講師にお声がけください 😊　　商工会議所・商工会へのご相談もおすすめします

